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地球沸騰化の時代  

校長 浜田真二  

  

早いもので、2023 年(令和５年)が終わろうとしています。今年の流行語大賞にノミネート

されたもののひとつに「地球沸騰化」がありました。2023 年 7 月の世界の平均気温が史上最

も暑い月になったとの発表を受け、国連のグテーレス事務総長は会見で、「地球温暖化の時

代は終わり、地球沸騰化の時代が到来した」と警告しています。今年の夏は、日本でも最高

気温が 35℃を超える猛暑日が多く、各地で年間の真夏日の日数の最多記録が更新されまし

た。  

もし大気中に水蒸気、二酸化炭素、メタンなどの温室効果ガスがなければ、地球の平均気

温はマイナス 19℃くらいになります。太陽から地球に降り注ぐ光は、地球の大気を素通りし

て地面を暖め、その地表から放射される熱を温室効果ガスが吸収し大気を暖めているからで

す。産業活動が活発になり、二酸化炭素、メタン、さらにはフロン類などの温室効果ガスが

大量に排出されて大気中の濃度が高まり熱の吸収が増えたことが、気温が上昇の原因です。  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

日本ではその解決の一つとして水素の活用に力を入れ始めました。水素エンジンは、水素

を燃料とし、水素の燃焼反応を動力とするエンジンです。水素エンジンを動かしても二酸化

炭素などは発生せず、水のみが排出されます。また、近年では水素を活用した燃料電池自動

車（FCV）も市販されています。水素を活用した燃料電池自動車は、水素と酸素の化学反応に

よって水が生じる過程で電気エネルギーを生じさせ、燃料電池でモーターを動かす仕組みで

す。  

水素には、使うときに二酸化炭素が出ないことや、いろいろなものから作ることができる

ことなど、さまざまな利点があります。日々の生活に水素を使うことが浸透した「水素社

会」が実現すれば、環境問題などの解決に近づくことができるでしょう。地球の危機を救う

のは今の若い世代だと思います。よろしくお願いします。  

 

 

令和５年１２月２０日 

上原中だより 
   NET UEHARA( URL:  https://shibuya.schoolweb.ne,jp/ueharaj  ) 

  教育目標  自主・自律  共生  未来の創造 
1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

1 月 元旦

2 火

3 水

4 木

5 金 　 　 　

6 土 　

7 日 冬季休業日終

8 月 成人の日

9 火 全校集会 授業再開 A 0 学 0 0 0 0 0 学 0 0 0 0 0 学 0 0 0 0 0

10 水 行事委員会 A 0 0 0 0 0 0 行 0 0 0 0 0 行 0 0 0 0 0 行

11 木 安全指導 A 0 0 0 0 0 0 道 0 0 0 0 0 道 0 0 0 0 0 道

12 金 A 0 0 0 0 0 0 総 0 0 0 0 0 総 0 0 0 0 0 総

13 土

14 日

15 月 A 0 学 0 0 0 0 総 学 0 0 0 0 総 学 0 0 0 0 総

16 火 　 A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

17 水 職員研修会議　 A 0 0 0 0 0 研 修 0 0 0 0 研 修 0 0 0 0 研 修

18 木 B 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

19 金 GTEC(2) A 0 0 0 0 0 0 総 0 0 0 0 0 総 0 0 0 0 0 総

20 土

21 日

22 月 生徒朝礼 A 0 学 0 0 0 0 総 学 0 0 0 0 総 学 0 0 0 0 総

23 火 　 A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

24 水 展示準備 A 0 0 0 0 0 0 準 0 0 0 0 0 準 0 0 0 0 0 準

25 木 学習発表会【展示】 A 0 0 0 0 0 0 道 0 0 0 0 0 道 0 0 0 0 0 道

26 金 A 0 0 0 0 0 0 総 0 0 0 0 0 総 0 0 0 0 0 総

27 土 土曜授業 A × 0 0 0 0 0 0 0 0 0

28 日 　

29 月 展示片付け A 0 学 0 0 0 0 総 学 0 0 0 0 総 学 0 0 0 0 総

30 火 避難訓練　 A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

31 水 職員会議 A 0 0 0 0 0 0 職 0 0 0 0 0 職 0 0 0 0 0 職

日 曜 学校行事　等
時
程

給
食

１　　年 ２　　年 ３　　年



 

  
 ２年生は、１１月２１日（火）～２３日（木）の２泊３日で群馬県前橋市にある国立赤城

青少年交流の家にて、宿泊行事を行いました。 

○雄大な自然に接することにより、自然を愛する気持ちを育てるとともに、人間は大自然の

中では無力であることを知り、その中でも困難や逆境を乗り越えようとする知力や胆力を養

う。○自主的な集団生活を通して、協力する大切さやルールを守る態度を育てる。○中学校

生活の折り返しにあたり、先生と生徒、生徒相互の人間関係や友情をさらに深め、三年生に

向けての心構えを育てる。○SDGs への理解を深め、積極的に取り組む態度を育てる。これら

４点を意識して取り組みました。プロジェクト委員会委員長の言葉には、「楽しむためにも全

員でマナーを守っていくことも必要だと思います。共同生活の中で、自分勝手な行動をして

しまえば、学年全体に影響が出ることもあります。一人一人が周りを考えた行動ができるよ

うになるのも今回の目的の一つです。学校を背負って赤城に行くことを頭に入れて、これか

らお世話になる方々に素敵な学校だと思ってもらえるような行動を心がけましょう。 

また、先生方や保護者の方々、私たちに受け入れてくれる赤城の施設、お店の方々など、

多くの方々がこの赤城移動教室実現に向けて尽力してくださいました。その方々への感謝の

気持ちを忘れずに、最高の移動教室をつくりあげましょう。(一部抜粋)」としおりに書かれ

ていました。３年修学旅行に向けて良い経験ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月８日（金）、第１学年の生徒を対象にした認知症サポーター養成講座が行われ

ました。この講座は厚生労働省が推進している事業の１つで、認知症に対する正しい

知識と理解をもち、地域で認知症の人やその家族に対してできる範囲で手助けする

「認知症サポーター」を全国で養成し、認知症高齢者等にやさしい地域づくりに取り

組むことを目指しています。今回は、渋谷区笹幡地域包括支援センターに勤務されて

いる児玉信剛さんを講師に招き、パワーポイントのスライドや動画を交えながら学習

しました。様々な原因によって脳の細胞が死んでしまったり働きが悪くなったりする

ため、障害が起こり、生活する上で支障が出ている状態のことを「認知症」といいま

す。認知症の原因となる病気の中には早期に治療すれば治せるものもあります。講座

を終えて、第１学年学級委員会委員長の新井颯太さんが１年生を代表してお礼の言葉

を述べました。認知症は誰でもなる可能性のある病気です。他人事ではなく自分たち

の問題だと考え、自分たちに何ができるか考えてみましょう。 

 

 
 

  １年生の総合的な学習の時間では２月に控えている職場体験学習に向けて、「はた

らくこと」について学習活動を進めています。これからマナーや自分たちが訪問する

事業所について調べていくことになります。 

 ２年生では、先日実施した赤城移動協教室の事後学習を進めています。現地で体験

できたことをもとにタブレット端末を使用してまとめ新聞を作成しています。 

 ３年生は、これまでの３年間の学習の集大成として、自分たちで渋谷区をデザイン

し、新しい渋谷区について学習活動を進めています。シミュレーターを用いて、自分

たちの渋谷区を可視化できるようにタブレットを使用しています。 

 令和６年度から総合的な学習の時間を探究「シブヤ未来科」としてスタートしま

す。他者と協働的に問題を解決したり、問題解決の過程を自ら振り返ったり、方法や

手順を的確に記述したり伝え合ったりする探究を進めていきます。 

2 年生 赤城移動教室～３年生に向けて～ 
 

「シブヤ未来科」のまとめ 

 

認知症サポーター養成講座を実施しました 
 


